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筆
者
は
２
０
１
２
年
10
月
、２
代
目
の
理
事
長
に
就
任
し
た
。

　

画
像
診
断
装
置
の
中
で
も
Ｃ
Ｔ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
科

か
ら
の
検
査
オ
ー
ダ
ー
が
あ
る
装
置
で
あ
り
、
放
射
線
科
は

そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
外
来
に
お
い
て
は
素
早
く

診
断
を
下
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
院
で
は
装
置
選
定
に
際

し
て
画
像
取
得
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、

不
明
熱
の
場
合
に
胸
部
か
ら
骨
盤
ま
で
を
見
落
と
し
な
く
診

断
で
き
る
よ
う
、
広
範
囲
の
撮
影
が
で
き
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
一
方
で
、
患
者
様
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
撮
影
時
間

（
息
止
め
時
間
）
は
で
き
る
限
り
短
く
、
か
つ
圧
迫
感
の
少

外
科
、
循
環
器
科
、
内
分
泌
内
科
、
皮
膚
科
、
呼
吸
器
科
を

標
榜
し
て
い
る
。
当
院
は
近
隣
に
あ
る
藤
田
医
科
大
学
病
院

の
関
連
協
力
病
院
で
も
あ
り
、
同
院
と
連
携
し
て
各
診
療
科

に
お
い
て
多
く
の
先
生
方
に
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
役
に
立
て
る
よ
う
地
域
密
着
型
の

病
院
と
し
て
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
を
担
い
、
必
要
に
応
じ
て

大
学
病
院
へ
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
大
学

病
院
に
お
け
る
超
急
性
期
治
療
後
の
後
方
支
援
病
院
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　

当
院
は
刈
谷
市
の
災
害
時
後
方
支
援
病
院
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
が
起
き
た
場
合

に
は
、
迅
速
な
対
応
を
実
践
す
べ
き
立
場
に
あ
る
。
こ
の
た

め
、
有
事
の
際
、
特
定
機
能
病
院
や
基
幹
病
院
の
み
で
は
対

応
で
き
な
い
被
災
者
の
受
け
入
れ
も
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
当
院
は
、
愛
知
県
下
13
の
市
町
村
を
ま
た
ぐ
30
の
医

療
施
設
・
介
護
施
設
が
参
加
す
る
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

「
尾
三
会
」
に
参
画
し
て
い
る
。
同
法
人
で
は
、
藤
田
医
科

大
学
病
院
を
中
心
と
し
た
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
に

よ
り
、
グ
ル
ー
プ
内
施
設
間
で
の
患
者
情
報
の
共
有
化
モ
デ

ル
の
確
立
を
目
指
す
な
ど
、
急
性
期
医
療
か
ら
介
護
ま
で
の

き
め
細
か
な
地
域
連
携
を
実
現
し
、
在
宅
医
療
・
介
護
を
含

　

当
院
は
愛
知
県
刈
谷
市
の
北
部
に
位
置
し
、
一
般
病
棟
と

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
合
わ
せ
て
１
２
０
床

を
有
し
、
約
２
０
０
名
の
職
員
で
運
営
し
て
い
る
。
当
院
の

位
置
す
る
風
致
地
区
に
は
自
動
車
関
連
産
業
の
企
業
が
散
在

し
て
お
り
、
若
い
働
き
手
が
多
く
、
高
齢
化
率
は
全
国
平
均

に
比
べ
る
と
比
較
的
低
い
。
し
か
し
、
今
後
の
少
子
高
齢
化

へ
先
行
的
に
対
応
す
べ
く
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の

開
設
な
ど
を
通
し
て
、
そ
の
機
能
を
強
化
し
て
き
た
。
現
在

は
療
法
士
の
増
員
、
卒
後
教
育
強
化
等
に
よ
り
、
さ
ら
に
質

の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

　

診
療
科
は
、
外
科
・
総
合
診
療
科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経

要
旨
：
当
院
で
の
Ｃ
Ｔ
装
置
活
用
の
歴
史
は
古
く
、

１
９
８
３
年
に
導
入
し
た
日
立
メ
デ
ィ
コ
社
製
の
頭
部
専
用

Ｃ
Ｔ
装
置
「
Ｃ
Ｔ-

Ｈ
Ｓ
Ｆ
」
に
遡
る
。
以
降
、
装
置
の
進
歩

は
目
覚
ま
し
く
、
特
に
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
多

列
化
の
流
れ
が
加
速
し
、
特
定
機
能
病
院
で
は
３
２
０
列
が

一
般
的
な
時
代
に
な
っ
た
。
当
院
で
は
昨
年
、
16
列
Ｃ
Ｔ
か

ら
64
列
Ｃ
Ｔ
へ
装
置
更
新
を
行
っ
た
が
、
本
稿
で
は
そ
の
際

の
選
択
の
要
諦
と
経
営
視
点
か
ら
の
価
値
に
つ
い
て
述
べ
る
。

め
た
新
し
い
医
療
・
ケ
ア

モ
デ
ル
の
広
域
展
開
を
進

め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

　

当
院
の
歴
史
は
、
筆
者

の
父
・
辻
村
明
（
故
人
）

が
１
９
６
８
年
に
８
床
の

有
床
診
療
所
を
刈
谷
市
東

境
町
に
開
院
し
た
こ
と
に

始
ま
る
。
１
９
７
６
年
に

現
在
の
場
所
に
移
転
し
、

施
設
名
を
「
辻
村
外
科
病
院
」
と
し
て
43
床
か
ら
病
院
と
し

て
の
診
療
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

そ
の
後
、
増
床
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
整
備
充

実
等
を
行
い
、
２
０
０
４
年
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
な
ら
び
に
病
棟
専
用
訓
練
室
を
新
設
し
た
。
さ
ら
に

２
０
０
８
年
に
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を

増
床
し
現
在
の
体
制
に
至
っ
て
い
る
（
図
１
）。

地
域
小
規
模
病
院
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お
け
る
Ｃ
Ｔ
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択
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要
諦
と
経
営
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点
か
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辻
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院
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概
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Ｔ
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な
い
検
査
環
境
も
重
要
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
選
定
方
針
の
も
と
Ｃ
Ｔ
装
置
の
導
入
・
更
新

を
行
い
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
装
置
は
最
初
に
使
用
し
た
頭

部
専
用
Ｃ
Ｔ
か
ら
数
え
て
７
台
目
に
あ
た
る
（
表
１
）。
装

置
の
進
化
に
伴
い
確
実
に
検
査
の
質
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
患

者
様
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
満
足
度
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

当
院
で
は
、
撮
影
後
の
画
像
は
全
て
専
門
の
医
師
が
読
影

を
行
う
。
遠
隔
読
影
も
活
用
し
な
が
ら
、
迅
速
に
正
確
な
診

断
を
患
者
様
に
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
な
お

当
院
で
は
、
画
像
診
断
の
み
な
ら
ず
、
画
像
診
断
装
置
の
新

規
導
入
・
更
新
時
に
お
い
て
も
、
四
半
世
紀
を
超
え
る
長
き

に
わ
た
っ
て
藤
田
医
科
大
学
放
射
線
科
教
授
の
藤
井
直
子
先

生
に
ご
指
導
頂
き
、
よ
り
良
い
画
像
診
断
を
提
供
で
き
る
よ

う
努
力
を
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
２
月
に
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
た
こ

と
も
あ
り
、
検
査
の
予
約
や
緊
急
時
の
検
査
対
応
な
ど
が
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
院
は
こ
れ
ま
で
、
５
～
６
年
の
サ
イ
ク
ル
で
Ｃ
Ｔ
装
置

を
更
新
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
２
０
１
０
年
に
稼
働
を
開

始
し
た
16
列
Ｃ
Ｔ
「ECLO

S16

」 （
日
立
製
）
は
、
そ
れ
ま

で
使
用
し
て
い
た
４
列
Ｃ
Ｔ
と
比
較
し
て
息
止
め
時
間
が
半

分
程
度
に
な
り
、
な
お
か
つ
体
軸
方
向
の
分
解
能
も
向
上
し
、

満
足
度
の
高
い
装
置
で
あ
っ
た
た
め
、
稼
働
期
間
は
比
較
的

長
期
に
及
ん
だ
。

　

２
０
１
８
年
に
装
置
更
新
の
検
討
を
開
始
し
た
際
、
従
来

よ
り
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
検
査
の
実
施
に
加
え
、
近
隣
の
大
規

模
施
設
へ
の“
繋
ぎ
役
”と
い
う
当
院
の
役
割
を
考
慮
し
、「
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
装
置
」
と
し
て
64
列
Ｃ
Ｔ
が
最
も
適
切
と
判

断
し
た
。
64
列
Ｃ
Ｔ
の
中
に
は
、
高
速
ス
キ
ャ
ン
に
よ
り
冠

動
脈
Ｃ
Ｔ
撮
影
が
可
能
な
機
種
も
あ
る
が
、
採
算
性
も
含
め

当
院
に
は
過
剰
と
考
え
、
ま
ず
選
択
肢
か
ら
外
し
た
。

　

こ
れ
を
前
提
に
複
数
の
64
列
Ｃ
Ｔ
を
比
較
検
討
し
た
と
こ

ろ
、
基
本
性
能
は
各
社
が
あ
る
程
度
近
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
メ
ー
カ
ー
ご
と
の
装
置

の
形
状
・
寸
法
の
違
い
に
よ
っ
て
、
従
来
の
機
種
に
合
わ
せ

て
設
計
さ
れ
た
既
存
の
Ｃ
Ｔ
室
の
広
さ
で
は
、
設
置
の
た
め

に
出
窓
を
作
る
な
ど
建
物
の
構
造
変
更
を
行
う
、
も
し
く
は

部
屋
に
対
し
て
装
置
を
斜
め
に
設
置
す
る
な
ど
の
対
応
が
必

要
と
な
り
、
費
用
面
だ
け
で
な
く
診
療
環
境
に
も
影
響
を
与

え
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が
判
明
し
た
。

　

検
討
し
た
装
置
の
中
で
、「Supria Grande

」 （
日
立
製
）

は
、
64
列
Ｃ
Ｔ
な
が
ら
「ECLO

S16

」
と
ほ
ぼ
同
じ
寸
法

で
あ
り
、
撮
影
室
内
の
ガ
ン
ト
リ
・
寝
台
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

◆Summary
The essence of CT selection and its business value in small regional hospitals
In 1983, we introduced the CT-HSF, a head-only CT device manufactured by Hitachi Medical Corporation. Since then, the 
progress of the made in CT devices has been remarkable, especially from 2000 with the rapid advancement of multi-row 
technology, and 320-row CT have become widespread in advanced treatment hospitals. Last year, we replaced our 16-row 
CT with 64-row CT. I will explain the essence of device selection and its value from a management perspective.

図1　辻村外科病院の外観

図2　CT室レイアウト

表1　当院のCT装置の変遷

1983年 CT-HSF（頭部専用CT）
1986年 CT-W400-10（全身用コンベンショナルCT）
1994年 CT-W950SR（全身用ヘリカルCT）
1999年 PRATICO（全身用ヘリカルCT）
2005年 ROBUSTO Ei（4列CT）
2010年 ECLOS16（16列CT）
2019年 Supria Grande（64列CT）

当
院
の
歴
史

64
列
Ｃ
Ｔ
へ
の
更
新
の
経
緯
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シ
ョ
ナ
ル
ス
キ
ャ
ン
を
行
っ
て
い
る
が
、「Supria Grande

」

は
同
ス
キ
ャ
ン
に
お
い
て
も
０
．
６
２
５
㎜
厚
の
薄
い
ス
ラ

イ
ス
デ
ー
タ
を
有
し
て
い
る
た
め
、
検
査
後
に
寄
せ
ら
れ
る

「
冠
状
断
の
再
構
成
画
像
も
欲
し
い
」
と
い
う
依
頼
医
か
ら

の
要
望
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
図
４
）。
そ
の
他
、

撮
影
中
に
患
者
様
が
動
い
た
場
合
の
動
き
補
正
技
術
（
Ｂ
Ｇ

Ｃ
）
も
有
用
で
あ
り
、
今
後
の
高
齢
化
社
会
に
は
必
須
の
機

能
と
感
じ
て
い
る
（
図
５
）。

　

一
方
、
整
形
領
域
で
は
、
単
純
Ｘ
線
画
像
で
は
判
別
困
難

な
骨
折
を
Ｍ
Ｒ
Ｉ
よ
り
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
Ｃ
Ｔ
検
査
で
行
い
、

細
か
い
骨
折
線
の
確
認
な
ど
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
手
の
外
科
専
門
医
か
ら
の
、
３
Ｄ
画
像
上
で
手
根
骨
を

外
し
て
関
節
内
骨
折
を
描
出
す
る
画
像
の
作
成
や
、
舟
状
骨

な
ど
特
定
の
手
根
骨
の
抽
出
な
ど
、
よ
り
高
度
な
画
像
依
頼

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
関
節
内
骨
折
の
診
断
能

向
上
は
、
プ
レ
ー
ト
固
定
か
ギ
プ
ス
で
の
保
存
治
療
に
す
る

か
と
い
う
手
術
適
応
の
判
断
や
、
術
前
の
患
者
様
へ
の
説
得

力
の
あ
る
説
明
に
役
立
っ
て
い
る
（
図
６
）。
さ
ら
に
、
術

後
撮
影
で
の
金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
低
減
技
術
（H

iM
A

R

）

に
関
し
て
も
、
そ
の
有
用
性
を
実
感
し
て
い
る
（
図
７
）。

　

前
述
し
た
検
査
範
囲
の
拡
大
に
よ
る
治
療
へ
の
貢
献
、
撮

影
時
間
の
短
縮
や
画
像
再
構
成
対
応
に
よ
る
撮
り
直
し
の
減

少
が
、
検
査
件
数
増
を
も
た
ら
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
た

だ
し
、
装
置
の
性
能
・
機
能
向
上
に
伴
い
、
放
射
線
技
師
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
向
上
す
る
必
要
が
あ
る
。
更
新
後
の
操

作
お
よ
び
技
術
説
明
に
留
ま
ら
ず
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

と
き
に
相
談
で
き
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
は
、
放
射
線
技
師

の
ス
キ
ル
向
上
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
メ

ー
カ
ー
関
係
者
の
対
応
に
非
常
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

当
院
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
「
尾
三
会
」
の
取
り
組
み
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
連
携
の
動
き
に
積
極
的
に
参
画
し

て
い
る
。
将
来
的
に
は
グ
ル
ー
プ
内
施
設
間
で
の
検
査
画
像

デ
ー
タ
や
カ
ル
テ
の
共
有
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
れ
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
は
、
一
定
の
水
準
以
上
の
品
質
の
情
報
を

滞
り
な
く
施
設
間
で
や
り
取
り
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
要
件
と
し
て
人
材
育
成
、
設
備
刷
新
、
運
用
ル
ー
ル
作

り
等
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
、
当
院
に
も
求
め
ら
れ
る
。

　

病
院
経
営
者
と
し
て
、
今
回
の
64
列
Ｃ
Ｔ
導
入
に
は
大
変

満
足
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
地
域
医
療
に
貢
献
す
べ
く
、
有

効
的
な
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
後

方
支
援
病
院
と
し
て
、
64
列
Ｃ
Ｔ
装
置
の
活
用
に
よ
り
微
力

な
が
ら
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
（
図
８
）。

　

最
後
に
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
今
後
の
要
望
を
述
べ
る
と
、

さ
ら
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
性
能
の
高
い
装
置
の
開
発
に
期
待
し

た
い
。例
え
ば
、嚥
下
の
Ｖ
Ｆ-

Ｃ
Ｔ
や
運
動
器
のD

ynam
ic

撮
影
な
ど
の
検
査
が
容
易
に
受
け
ら
れ
る
装
置
が
、
そ
の
一

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
高
齢
者
で
は
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
な
ど

る
い
痩
が
著
し
い
患
者
様
も
多
い
た
め
、
そ
う
い
っ
た
場
合

で
も
臓
器
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
つ
い
た
画
像
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
技
術
な
ど
、
高
齢
社
会
や
当
院
の
特
性
に
即
し
た
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
装
置
の
開
発
を
強
く
希
望
す
る
。

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
事
前
に
設
置
計
画
を
伝
え
て
相

談
し
、
年
始
の
行
政
機
関
の
仕
事
始
め
と
同
時
に
線
量
測
定

結
果
や
設
置
書
類
（
設
置
状
況
は
写
真
提
出
）
を
提
出
で
き

る
よ
う
体
制
の
準
備
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
準
備
に
も
、
メ

ー
カ
ー
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　

64
列
Ｃ
Ｔ
導
入
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
が
、
患
者
様
や
医

療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
高
い
評
価
を
得
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

例
え
ば
、
従
来
の
16
列
Ｃ
Ｔ
で
は
胸
部
か
ら
骨
盤
ま
で
の

広
範
囲
撮
影
に
20
秒
程
度
の
息
止
め
が
必
要
と
な
る
た
め
、

呼
吸
に
よ
る
体
動
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
が
出
て
し
ま
っ
た
り
、

患
者
様
か
ら
「
と
て
も
苦
し
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て「Supria Grande

」は
、

10
秒
ほ
ど
の
息
止
め
で
一
度
に
撮
影
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
患
者
様
の
負
担
も
大
幅
に
軽
減
で
き
た
。
ま
た
、
ス
キ

ャ
ナ
の
開
口
部
が
５
㎝
広
が
り
75
㎝
に
な
っ
た
こ
と
で
、
撮

影
時
の
患
者
様
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
自
由
度
が
増
す
と
共

に
、
心
理
的
な
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

同
装
置
に
は
最
新
の
被
ば
く
低
減
技
術
「Intelli IP

」
が

搭
載
さ
れ
て
お
り
、
従
来
よ
り
も
侵
襲
性
の
低
い
検
査
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
。「Supria Grande

」
活
用
の
状
況
を
、

実
際
の
臨
床
例
を
交
え
て
以
下
に
紹
介
す
る
。

「Supria Grande

」
で
は
、
従
来
装
置
よ
り
も
広
範
囲
な

撮
影
オ
ー
ダ
ー
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
胸
水

や
肺
炎
の
早
期
発
見
な
ど
の
形
で
治
療
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
。
ま
た
、
再
構
成
時
間
も
速
く
な
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
症

例
に
お
い
て
冠
状
断
な
ど
の
Ｍ
Ｐ
Ｒ
画
像
を
作
成
で
き
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
詳
細
で
多
角
的
な
情
報
提
供
が
可
能
に
な
っ

た
（
図
３
）。

　

当
院
で
は
、画
質
も
考
慮
し
て
頭
部
の
撮
影
は
コ
ン
ベ
ン

ほ
と
ん
ど
変
え
ず
に
設
置
が
可
能
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
装

置
ユ
ニ
ッ
ト
点
数
が
1
つ
少
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
む

し
ろ
以
前
よ
り
も
検
査
室
に
ス
ペ
ー
ス
の
ゆ
と
り
が
生
ま
れ

る
点
が
、
機
種
選
定
の
決
め
手
の
1
つ
と
な
っ
た
（
図
２
）。

　

さ
ら
に
、
機
種
決
定
後
の
設
置
か
ら
稼
働
開
始
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
も
、
重
要
な
検
討
項
目
で
あ
っ
た
。
当
院

は
１
台
の
Ｃ
Ｔ
で
運
用
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
装
置
入
れ
替

え
期
間
に
は
Ｃ
Ｔ
検
査
が
不
可
と
な
る
。
そ
こ
で
患
者
様
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
年
末
年
始
の
休
み
に
合

わ
せ
て
設
置
計
画
を
実
施
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
設
置
後

も
行
政
か
ら
使
用
許
可
が
下
り
る
ま
で
に
は
若
干
時
間
が
か

※　
　
　
　
　

※

辻
村　

享
（
つ
じ
む
ら
・
と
お
る
）
●
85
年
藤
田
保
健
衛
生
（
現

藤
田
医
科
）
大
学
医
卒
。
同
年
同
大
学
病
院
三
浦
外
科
入
局
、

豊
橋
市
民
病
院
研
修
医
、
87
年
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
医

学
科
大
学
院
入
学
、
外
科
帰
局
、
中
京
大
学
体
育
学
部
非
常
勤

講
師
、
91
年
同
大
学
院
卒
、
医
学
博
士
、
93
年
辻
村
外
科
病
院

副
院
長
、
94
年
刈
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
（
現
ス
ポ
ー
ツ
推
進
）

審
議
会
委
員
、
07
年
辻
村
外
科
病
院
院
長
、
08
年
藤
田
保
健
衛

生
大
学
医
学
部
客
員
教
授
、
12
年
辻
村
外
科
病
院
理
事
長
。

川
島　

健
（
か
わ
し
ま
・
け
ん
）
●
06
年
藤
田
保
健
衛
生
（
現
藤

田
医
科
）
大
学
衛
生
学
部
診
療
放
射
線
技
術
学
科
卒
。
同
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
辻
村
外
科
病
院
、
現
事
務
部
企
画
課
課
長
。

診
療
放
射
線
技
師
、
08
年
検
診
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影
Ａ
認
定

取
得
。

図4　頭部ノンヘリカル撮影
　　  （Coronal画像）

図3　胸腹部広範囲造影撮影
　　  （Coronal画像）

図8　「Supria Grande」とスタッフ

図6　整形高精細撮影（関節内骨折）

図7　膝関節撮影（左／ HiMAR off　右／ HiMAR on）

図5　頭部動き補正（左／ BGC off　右／ BGC on）

64
列
Ｃ
Ｔ
導
入
後
の
検
査
の
変
化
と

経
営
視
点
か
ら
み
た
価
値

今
後
の
展
望
と
メ
ー
カ
ー
へ
の
期
待


